
○市民に分かりやすく、「直近1週間の累積感染経路不明者数」に基準を設け、本市の対応の目安を示す。
○モニタリング指標の見える化、行動変容を促す「堺シグナル」（合図）の発信により、市民とともに感染拡大を防ぐ。

【背景】

第2波の予兆を察知

堺シグナル（案）
・緊急事態宣言（4月7日）の解除に伴い、外出自粛要請が段階的に緩和され、本市でも、施設の再開やイベント開催の範囲を順次拡大してきた。
・このような状況の中、限られた地域での感染拡大が危惧されている。
・患者発生が落ち着き、社会・経済活動が始り、第2波の兆候を素早く察知し、速やかにクラスター対策を実施していくことが必要である。
・感染拡大防止と社会・経済活動の両立に向けて、第2波への体制を着実に整えていく。

：経路判明【44人】
：経路不明【63人】
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○ 「堺スタイル」の実践の呼びかけ

「症状がなくてもマスクをする」

「帰宅したら手や顔を洗い、着替える」 等

○ 自身の行動を振り返り、感染防止対策の再確認と
徹底の呼びかけ

「感染経路不明の感染者が発生しています。

今一度、感染防止対策を徹底してください。」

○ 不要不急の外出は控えるよう呼びかけ

「感染経路不明の感染者が増えつつあります。

感染拡大防止のため、不要不急の外出は控え

ましょう。」

・ホームページ、広報さかい、SNS ・ホームページ、広報さかい、SNS

・防災無線の放送（1日1回）

・区広報車等による巡回（1日1回平日）

・ホームページ、広報さかい、SNS

・防災無線の放送（1日3回）

・区広報車等による巡回（1日2回土日祝含む）

・感染拡大防止【要警戒】の立看板の設置、

ポスターの掲示

※Stage2.3に応じた取組みは、概ね２週間継続する。（新型コロナウイルスの潜伏期間等を考慮）

資料２



：経路未知【63人】
：経路判明【44人】

【陽性者 計107人】

日 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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1．新型コロナウイルス感染症への対応イメージ
活動の抑制を行うことなく感染の拡大を防ぐ「堺スタイル」の定着

堺シグナル（案）～ 感染拡大防止と社会・経済活動の両立に向けて ～

【参考】指標の考え方について

指標 参考指標

① 直近1週間の累積報告数 ▲：4人以上 ●：8人以上 厚労省（人口10万人あたり） 0.5 or 1.0人以上

② 直近1週間の累積感染経路不明者数 ▲：3人以上 ●：7人以上 大阪モデル（7日間移動平均） 5～10人以上

③ 直近1週間の確定診断検査における陽性率 7%以上 大阪モデル（7日間移動平均） 7%以上

（堺市人口）
（7日間累計）

に換算

・クラスター対策を実施していく上で、最も重要なのは、
「② 直近1週間の累積感染経路不明者数」である。

・「① 直近1週間の累積報告数」と「② 直近1週間の累積感染経路不明者数」は、
概ね同じような動向を示していた。

・陽性率については、以前に比べて検査体制も拡充され、検査数も増加しており、
微妙な変化をとらえる必要がある。また、濃厚接触者も検査対象とする等、
陽性率が示す意味合いが変わってきている。

Stage3Stage2Stage1
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Stage1【要観察】 Stage2【要注意】 Stage3【要警戒】

感染が抑制できている 感染が拡大しつつある 感染が拡大している

生活

○感染拡大を予防する「堺スタイル」

の実践

・手洗い、マスクの着用

○感染が拡大しつつあることに注意し、

「堺スタイル」の実践の再確認と徹底

○不要不急の外出自粛

市有施設
等

○感染拡大を予防する「堺スタイル」

の実践

・手指消毒

・人との間隔はできるだけ2m確保

・ガイドラインに基づく感染拡大防止

○感染対策強化の実施

・館内放送

「感染経路不明の感染者が発生しています。

今一度、手洗い、手指消毒、咳エチケットの

徹底など感染防止対策を徹底してください。」

・ガイドラインに基づく感染拡大防止の徹底

感染対策強化の実施

○館内放送

「感染経路不明の感染者が増えつつあります。

感染拡大防止のため、大阪コロナ追跡シス

テムへの登録にご協力をお願いします。」

○ 市有施設等のうち、発生の状況に応じた

施設の一部休館及び閉鎖の検討

イベント
等

○感染拡大を予防する「堺スタイル」

の実践の呼びかけ

○イベントの主催者に対する開催自粛の協力要請

・6月19日～7月 9日：屋内･屋外1,000人以下

全国的な人の移動を伴うイベントは無観客で開催

・7月10日～7月31日：屋内･屋外5,000人以下

※屋内：収容定員の半分以下の参加人数と

すること
※屋外：人と人との距離を十分に確保すること

○感染対策強化の呼びかけ

・場内放送

「感染経路不明の感染者が発生しています。

今一度、手洗い、手指消毒、咳エチケットの

徹底など感染防止対策を徹底してください。」

・ガイドラインに基づく感染拡大防止の徹底

○感染対策強化の呼びかけ

・感染防止ポスターの掲示

・場内放送

「感染経路不明の感染者が増えつつあります。

感染拡大防止のため、大阪コロナ追跡シス

テムへの登録にご協力をお願いします。」

○イベントの主催者に対し、開催の自粛の検討

2．市民等の協力

堺シグナル（案）～ 堺スタイルを取り入れて ～


